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農業委員会だより

　

複
式
農
業
簿
記
講
座
は
11
月
９
日
か

ら
12
月
４
日
ま
で
の
５
日
間
、
和
賀
庁

舎
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
講
座
は
、
経

営
感
覚
の
優
れ
た
認
定
農
業
者
を
育
成
し

よ
う
と
開
設
。
手
書
き
記
帳
を
基
に
し
た

複
式
農
業
簿
記
講
座
開
設

　

第
19
回
き
た
か
み
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
５
日
、
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は｢

地
産
地
消｣

を
テ
ー

マ
に
、
基
調
講
演
や
活
動
事
例
発
表
を

通
じ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
や
農
業
関

係
者
、
消
費
者
な
ど
３
５
０
人
が
参
加
。

髙
橋
久
悦
会
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
農
業
者
表
彰
、
青
年
農
業
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
農
業
経
営
の
内
容
、
技

術
な
ど
に
優
れ
地
域
農
業
の
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
１
団
体
、
３
人
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
基
調

講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
合お

お

せ瀬

宏ひ

ろ

き毅
氏
か
ら｢

地
産
地
消　

地
域
か
ら

の
発
信｣

と
題
し
て
、
世
界
の
食
糧
事

情
、
日
本
の
食
糧
自
給
率
、
食
生
活
の

第
19
回
き
た
か
み
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

―

食
で
地
域
を
元
気
に

　
　
　

〝
地
産
地
消
〞―

変
化
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
の
産
直
施

設
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
、
地
域
資
源
に

目
を
向
け
た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
回
の
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
テ
ー
マ
で
あ
る｢

食
で
地
域
を
元
気

に
〝
地
産
地
消
〞｣

に
基
づ
い
た
活
動

事
例
発
表
を
交
え
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

生
産
者
の
立
場
か
ら
83
歳
と
い
う
高

齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
活
動
し
て
い
る
川

村
勝
巳
氏(

盛
岡
市)

は
、
産
直
へ
出
荷

す
る
米
・
野
菜
・
り
ん
ご
の
収
穫
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
紹
介
。
ま
た
京
都
生
ま
れ
の

せ
い
ぶ
農
産
ダ
イ
レ
ク
ト(

株)

専
務
の

宮
川
光
太
郎
氏
は
、
松
下
政
経
塾
時
代

に
体
験
し
た
北
欧
で
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
か
ら
農
業
の
大
切
さ
を
感
じ
、
北

上
で
の
就
農
を
決
意
し
た
経
緯
や
北
上

産
農
産
物
の
地
域
内
販
売
と
消
費
の
重

要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
き
た
か

み
市
各
種
女
性
団
体
協
議
会
事
務
局
の

複式農業簿記のメリットに耳を傾ける
受講者

菊
池
千
里
氏
、
販
売
者
の
立
場
か
ら

(

株)

Ｊ
Ａ
シ
ン
セ
ラ
常
務
の
佐
々
木
廣

氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
学
校
給
食
で
の
地

産
地
消
の
拡
大
や
産
直
運
営
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
活
動
事
例
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
会
場
の
質
問
に
応
え
、

合
瀬
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
戸
別
所
得
補
償

制
度
の
内
容
や
日
本
に
お
け
る
同
制
度

へ
の
課
題
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者

は
時
節
柄
関
心
を
持
っ
て
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

市
農
業
委
員
会
は
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
農
業
者
と
と
も
に
市
農
業
の
活
性

化
と
農
業
者
奮
起
を
促
す
唯
一
の
機
会

と
捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
農
業
者
の

更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
　
　

(

農
業
委
員　

杉
澤　

健
友)

簿
記
の
知

識
、
伝
票

会
計
、
決

算
、
青
色

申
告
制
度

に
つ
い
て

の
講
義
が

行
わ
れ
ま

し
た
。
今

年
は
18
人

が
受
講
。

農業者表彰　  　  農業者表彰　  　  おめでとうございますおめでとうございます青年農業者表彰青年農業者表彰

青年農業者表彰
髙田直樹さん
(二子町・30歳)

農業者表彰【団体】
村崎野肉牛生産組合
組合長 杉澤   清さん

農業者表彰【個人】
髙田孝治さん
(鬼柳町・59歳)

農業者表彰【個人】
髙橋   映さん

(和賀町竪川目・60歳)

基調講演講師の合瀬宏毅氏

事例発表をする宮川光太郎氏
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■審議データ

農地法  ９月 10 月 11 月
３条 ７ ９ ６

146,746 152,985 95,872
４条 ２ ４ １

3,036 3,701 222
５条 14 11 ８

11,636 10,848 4,260
適用外
証明

１ １ ３
1,270 725 578

農用地
利用集積
計画

１ ２ 24
300 11,970 164,189

農地の権利移転・利用権設定審議内容
上段　審議件数
下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの
権利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目
的に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借
権などの権利を設定または移転する場合で受
け手側が大規模農家の場合

１月26日(火)　総会、農地・農政部会
２月23日(火)　農政部会
２月25日(木)　農地部会
３月23日(火)　農地・農政部会、総会

■これからの主な行事

髙
橋　

弘　

さ
ん

(

39
歳
・
二
子
町
上
岡
島)

　

二
子
町
の
髙
橋
弘
さ
ん
は
、
３
年
前
、

地
元
企
業
を
脱
サ
ラ
し
、
農
事
組
合
法
人

二
子
中
央
営
農
組
合
に
入
会
。
日
没
ま
で

農
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
髙
橋
さ
ん

は
、
同
法
人
の
経
営
面
積
の
う
ち
水
稲
５

㌶
、
大
豆
２
㌶
、
里
い
も
０
・
７
㌶
を
担

当
。
大
豆
作
業
に
お
い
て
は
、
播
種
・
防

除
・
刈
取
り
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
か
ら
の

信
頼
も
厚
く
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
北
上
地

域
青
年
部
副
委
員
長
や
二
子
支
部
青
年
部

長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
先

駆
者
と
し
て
良
質
な
二
子
米
の
生
産
に
意

欲
を
持
っ
て
取
り
組
む
な
ど
、
低
コ
ス
ト

農
業
の
構
築
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
将
来
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
後
継
者
の
指
導
・
育
成
に
更

な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

(

農
業
委
員　

小
田
島　

徳
幸)

がんばる脱サラ農業者

農
林
業
施
策
に
関
す
る

提
言
書
を
市
長
に
提
出

　

市
農
業
委
員
会
は
10
月
７
日
、
農
林

業
施
策
に
関
す
る
提
言
書
を
伊
藤
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
書
は
、
農
業

委
員
が
日
々
の
活
動
の
中
で
農
業
者
か
ら

の
声
を
取
り
ま
と
め
、
９
月
の
総
会
で
決伊藤市長へ提言書を手渡す髙橋会長(中央)

　

12
月
15
日
施
行
の
農
地
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
そ

の
農
地
が
あ
る
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
相
続
な
ど
に
よ
る
農
地
の
権

利
取
得
を
農
業
委
員
会
が
把
握
し
、
有
効

利
用
に
努
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

お
知
ら
せ

定
し
た
も
の
で
す
。

　

提
言
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

■｢(

仮
称)

営
農
指
導
セ
ン
タ
ー｣

の
設
置

■
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
支
援

①
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
②
多
様
な
担

い
手
へ
の
支
援
策

■
農
家
所
得
の
安
定
対
策
に
向
け
た
取
り

組
み
①
転
作
田
を
活
用
し
た
所
得
向
上
策

②
所
得
補
償
制
度
の
導
入

■
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
向
け
た
復

元
助
成
措
置　

■
地
産
地
消
の
拡
大
と
食
育
食
農
の
推
進

①
北
上
市
食
育
推
進
基
本
計
画
の
策
定
②

学
校
給
食
へ
の
地
場
農
産
物
の
安
定
供
給

に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
③
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
①
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
恒
久
化
②

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
認
定
要

件
の
緩
和

■
新
農
地
制
度
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
た

農
業
委
員
会
の
体
制
整
備

　
　
　
　
　

(

農
業
委
員　

菊
池　

亀
吉)

　

受
講
の
き
っ
か
け
は
、｢

節
税
で
一
皿

で
も
多
く
の
刺
身
で
晩
酌
を｣

と
か
、｢

世
代

交
代
で
是
非
青
色
申
告
を｣

と
い
う
の
が
ほ

と
ん
ど
。
受
講
者
は
、｢

収
支
の
記
帳
は

経
営
の
内
容
を
再
確
認
す
る
良
い
機
会
で

あ
り
、
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
青
色

申
告
に
ぜ
ひ
結
び
付
け
た
い｣

と
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
、
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
来
年
も
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。


